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【手続補正書】
【提出日】平成21年11月6日(2009.11.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオ・ピクチャの画素に相当する複数の発光エレメントを有する表示装置上の表示用
ビデオ・ピクチャ・データを処理する方法であって、前記発光エレメントは列及び行に編
成され、ビデオ・フレーム又はフィールドの時間は、複数のサブフィールドに分割され、
前記サブフィールド中、発光するよう前記発光エレメントを起動させることが可能であり
、サブフィールド符号語は、サブフィールド符号語の相当ビットが「オン」状態を有する
サブフィールド中、各発光エレメントが起動されるように「オフ」状態又は「オン」状態
を各ビットが有し得る画素値を符号化するのに用いる前記複数のサブフィールドに相当し
、
　表示する対象の前記ピクチャの各画素値を少なくとも第１の分離画素値及び第２の分離
画素値に分離する分離工程であって、各分離値が、前記複数のサブフィールドのうちのサ
ブフィールド群に関連付けられる分離工程と、
　各分離画素値Vに、V=(1-L)×V1+L×V2（V1＜V2及びL∈[0,1]）であるような関連付けら
れたサブフィールド群によって符号化することが可能な別々の２つの画素値V1及びV2間の
ディザリングを行うのに用いる一ディザリング・レベルLを関連付ける空間ディザリング
工程と、
　前記画素値V1及びV2をサブフィールド符号語に符号化する符号化工程であって、前記サ
ブフィールド符号語の各ビットがビット状態を有する符号化工程とを備え、
　前記分離画素値及び前記ディザリング・レベルは、前記画素値V１の前記サブフィール
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ド符号語、及び前記第１の分離画素値に関連付けられた前記画素値V2の前記サブフィール
ド符号語において別の状態を有するビットの数と、前記画素値V１の前記サブフィールド
符号語、及び前記第２の分離画素値に関連付けられた前記画素値V2の前記サブフィールド
符号語において別の状態を有するビットの数との和が第１の閾値以上の場合、各分離画素
値のディザリング・レベルと1/2との間の絶対差の和が、第２の閾値よりも大きくなるよ
うに選択されることを特徴とする方法。
【請求項２】
　請求項１記載の方法であって、前記第２の閾値が1/4以上であることを特徴とする方法
。
【請求項３】
　請求項１記載の方法であって、前記第１の閾値がゼロであることを特徴とする方法。
【請求項４】
　請求項１記載の方法であって、前記第１の閾値がゼロとは異なることを特徴とする方法
。
【請求項５】
　請求項１記載の方法であって、前記第２の閾値が1/2に等しいことを特徴とする方法。
【請求項６】
　請求項１記載の方法であって、表示する対象の前記ピクチャの各画素値が２つの第１の
分離画素値及び第２の分離画素値に分離され、前記第１の分離画素値及び第２の分離画素
値はそれぞれ、第１のサブフィールド群及び第２のサブフィールド群に関連付けられるこ
とを特徴とする方法。
【請求項７】
　請求項６記載の方法であって、前記第１の分離画素値のディザリング・レベルが1/2で
あり、前記第２の分離画素値のディザリング・レベルが1/2であるか、あるいは、前記第
１の分離画素値のディザリング・レベルが0であり、前記第２の分離画素値のディザリン
グ・レベルが1/2であるか、あるいは、前記第１の分離画素値及び前記第２の分離画素値
のディザリング・レベルが1/2とは異なることを特徴とする方法。
【請求項８】
　請求項１記載の方法であって、前記第１のサブフィールド群のサブフィールドの数が、
前記第２のサブフィールド群のサブフィールドの数に実質的に等しいことを特徴とする方
法。
【請求項９】
　請求項６記載の方法であって、前記第１の画素値及び前記第２の画素値が実質的に等し
いことを特徴とする方法。
【請求項１０】
　ビデオ・ピクチャの画素に相当する複数の発光エレメントを有する表示装置上の表示用
ビデオ・ピクチャ・データを処理する装置であって、前記発光エレメントは列及び行に編
成され、ビデオ・フレーム又はフィールドの時間は、複数のサブフィールドに分割され、
前記サブフィールド中、発光するよう前記発光エレメントを起動させることが可能であり
、サブフィールド符号語は、サブフィールド符号語の相当ビットが「オン」状態を有する
サブフィールド中、各発光エレメントが起動されるように「オフ」状態又は「オン」状態
を各ビットが有し得る画素値を符号化するのに用いる前記複数のサブフィールドに相当し
、
　表示する対象の前記ピクチャの各画素値を少なくとも第１の分離画素値及び第２の分離
画素値に分離する分離手段であって、各分離値が、前記複数のサブフィールドのうちのサ
ブフィールド群に関連付けられる分離手段と、
　各分離画素値Vに、V=(1-L)×V1+L×V2（V1＜V2及びL∈[0,1]）であるような関連付けら
れたサブフィールド群によって符号化することが可能な別々の２つの画素値V1及びV2間の
ディザリングを行うのに用いる一ディザリング・レベルLを関連付ける空間ディザリング
手段と、
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　前記画素値V1及びV2をサブフィールド符号語に符号化する符号化手段であって、前記サ
ブフィールド符号語の各ビットがビット状態を有する符号化手段とを備え、
　前記画素値V１の前記サブフィールド符号語、及び前記第１の分離画素値に関連付けら
れた前記画素値V2の前記サブフィールド符号語において別の状態を有するビットの数と、
前記画素値V１の前記サブフィールド符号語、及び前記第２の分離画素値に関連付けられ
た前記画素値V2の前記サブフィールド符号語において別の状態を有するビットの数との和
が第１の閾値以上の場合、各分離画素値のディザリング・レベルと1/2との間の絶対差の
和は、第２の閾値よりも大きくなるように前記分離手段及び前記空間ディザリング手段が
制御されることを特徴とする装置。
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